ロータリー財団グーバル補助金奨学生「千葉菜穂子」さんにお会いして
RI2540地区ガバナー　土舘　守

　ロータリー財団が1917年に始まった当初、活動は、大学院教育を受けられない、学生に奨学金を支給するのが大きな柱の一つであったと聞いております。したがってグローバル補助金奨学生は、ロータリー財団の事業の中では、歴史が古く、世界中の地区で活用がなされています。
一年半前に、「2540地区からも、財団のグローバル補助金奨学生を出す」と言う話を聞いた時、私は基本的に反対でした。理由として、日本と違い、アメリカの大学は授業が厳しく入学しても半数以上の学生が途中退学させられ、卒業できるのは、3割程度と、留学経験のある甥子から聞いてました。また、英語を教える事を学ぶ事に、奨学金を出す意味があるのか、と言う疑問でした。
千葉さんが、「ヴィザ更新の為、秋田に来ている」との情報を得て、是非、秋田市でお会いしたい、とお願いし、会う事が出来ました。月信5月号に千葉さんの留学リポートが載ってましたが、実際に会ってみて、色々お話をしてみると、想像以上に素晴らしい方だったので、びっくり致しました。
まず、学業の方ですが、日本と違い、欧米は①討論、②実習を重視します。従いまして、討論の前に朝早くから夜遅くまで、自主学習が必要である事,その為、大学の寮や近くに下宿する必要がある事、また、英語で話せるようになるまでの、素早く、効果的な学習の仕方の研究がメインである事を述べておりました。大学の成績により、実習先が決められ、イタリアのフィレンツェに教育実習に行った事などを、お聞きしました。大学院修士課程の学業に、上位で頑張っているので、退学の心配は無いと、安心しました。また、ボランテア活動にも熱心で、オハイオ州の難民移民の英語学校にて、実習も兼ねて、英語の指導を行っているそうです。２つのボランテア団体に所属して、1日に大学と難民センターを2往復するなど、エネルギシュで、ロータリアン以上に、奉仕活動に熱心で、こちらが恥ずかしい位でした。
奨学期間が来年の7月までなので、その後の夢をお聞きしました所、ユニセフで難民の英語教育を携わりたい事や、機会があれば秋田の英語教育にも携わりたいなどの夢を語ってくれました。当地区のグローバル補助金奨学生として、後々世界で、日本で、社会に貢献できる人材であると実感して、お話を聞いてまいりました。
